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②
( 1

)

3 x - 7 = 8 - 2 x

② 3 x + 2x = 8 t 7

⇒ 5 x = 15 : x = 3
～～

( 2 ) 解 の公式INで-
(=

2

- 7 ± 「形1
ニ

2

( 3 )

下位 デタ 最大値

～ ^
験×

第 3 四分位数
最小値 中央値 == 13

第 1 四分位数

① 中央値 は= 13 m

～

②

T



( 4 )

OOAC において
, OA .

OC

二 は 半径 なので OA = OC

: .GOAC は =等辺三角彡
②

く

) 1100 :

∴ LOAC = LOCA より

～

70① :
LOCA = 1700

ィ 807
L OAC の 内角 の 和 より

い
1400
～

∠ AOC = 1800 - 70
-

' 700

= 40
”

ACT : CD =① : ③ より ∠ AOC : LCOD = 1 : 2

よって ( COD = 80
^

点 D は 円 O の 接線 なので ∠ ODE = 900

また , LOCE = 180 - 70
"

= 1100

よ
, て □ ODE C の 内角 より

∠ CED = 360
-

( 10 "-80 - 90
"

)

=8～

( 5) ∠ PAC =∠ PCA より o PAC は =等辺三角形
～

ン s

ふ
X

P
0 点 A

,
点 C を 中心としての

. 1

Q

い いピ 半径 が等 しい 円 を 描く

② 交点 を 結 び 辺 ABC
X

の 交点 が P である



( 6 )

の とりだした 玉 は 3
.

3
,
4 なので

3 × 3 t 4 = 点

② 樹形 国 は 以下 の 通 り

BA 得点 A B 得点

い
3 1 × 1 + 3 = 5与

l
ー

3 3 × 3
+

t 1 = 10

\ 4 1 × 1 + 4 = 6 \ 4 3 t 1 + 4 = 8

× 1 1 け 1 け 3 =与 × 3 × 3 t 1 = 10

. 承43さー I け 3 + 4 = 8 3 × 3 + 4

1 1 × 1 + 4 = 6 1 3 + 4 += 8

34よ 1 け 4 + 3 = 8 34よ 3 × 3 + 4 =凸

玉 の 取 り 出 し 方 は 全部 で 12通 り
。
そのうち 得点 が

奇数 となるのは 4通 り 。 よて 求 める確率 は

告 =為
(て )

①

婁 意**



妹 : 25 秒 で 25 m進 むので

25 ÷ 25 =
1 よって 毎秒 1 m
～

姉 : 20秒 で 25 m 進 むので
25 ÷ 20 = 1

.
25 よて 毎秒1 . 25 m ～
～～

②

:

n議 辛
邰 250 4 O0

妹 は 右下 さがりのグラフ 姉 は 右 ± がりのグラフの 交点
がすれ違 ったときである 。

妹 のグラフ

傾 き = 速 さなので
,
Y = - x tb とおく

( 50 ,

0 ) を 通 るから

0 =
- 50 th ⇒ b = 50 : y = - x +50 -

市 のグラフ

傾 き = 速 さなので , Y = 1 . 25 x t b とお

( 14 ,
0 ) を 通 るから

0 = 1
.
25 × 14 t ) ⇒ b =

- 17
.

5

∴ y = 1
.

25x - 17 . 5 -



よて ⑦ を ⑨ に 代入 して

- x + 50 = 1
.

25 x - 17
.

5

- 2 . 25x =
- 67

.

5

x = 30

よって 妹 が 出発 してから 30秒後
～

③
)

① ア : 度数 が最 も 大 きいのはい 人 であり
、

そのときの 最頻値 は 35 ～ 40 である
～

よて 誤 り

イ : 45 kg 未満 の 人数 はの⑨
1 け 3 + 3 t 5=

である
。

よって 正 しい

ら : 範囲 = 最大値一最小値
表 2 には 25 ～ 30

,

50 ～ 55 がそれぞれ 1 人

いるが 表 にはいない。

こって 表 2 の 方 が 範囲 は 大き～

よって 誤 り



ェ① 表 1 α 30 ～ 35 の 相対度数は

= 0 . 16

表 2 の 30 ～ 35 の相対度数は

才 = 0
.

2

よって 表 しの 方 が 相対度数 は 小 さ …
mm

～

よて正しい

以上 よりエ
～

② 1 組 において 握力 が 40 kg 未満 の 人数 は
0 + 4 「 1 = 15 人

よて 累積相対度数は

= 0 . 6

1組 と 2組 を 合 わせた 40 kg 未満 の 人数 は
0 + 4 t " t 1 + 3 + 3 ～

m ～

2組

22 人

1 組

よって 累積相対度数 は

= 0 . 55

したがって累積相対度数1組
は

、 の 方 が 大 きので

1 組 の 男子 から 選 んだ 方 が 選 ばれやすい
よて2



(2 )

平均値 =

各生徒 の 合計
の

15

を 利用 して

谷生徒 の 合計 = 15 ×平均値

平値 が 0 . 4 kg 増 えるには 各生徒 の 合計 が
0

.
4 × 15 = 6 kg

増 える 必要 がある
。 今 , 美咲 さんのみの 握力 が増える

ことを 考えているので美咲 さんの 握力 が 6 kg 増 えれば
良 い

。
よ

。 て 21 kg + 6 kg = 27kgm

⑨ 美咲さんの 握力 が 6 kg 増 え 、他 の 生徒 の 握力 は

変 わらないので 平均値 は

= 0 . 15 kg
～

増える

④
( )

た 4 Hi

\
ッ\ 議 議 / 1

「G24,

DEFGH は 等脚台形 なので

FX = PG



よて

PG= = 2 cm
mm

FX + PG = 8- 4 = 4 cm

FX = PG より PG = 告 = 2cm

( 2 ) 0 HPG で 三平方 の 定理 より

HP = N7
-

2 -3～
=√ 49√45 = 3√5

い

丫

な 国 のように 点 と
,
Z をとる

\ 対称性 から沿彡 EY = と H = 2 cm

G1
FZ = ZG = 4 cm

である
OEYQ と OGE Q において

EY 1 GZ より 錯角 が 等 しから

∠ QEY = LQGZ ー の

L α Y F = LQZG -
②

①
,

② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しから
「

OEYQ ∞ OGZQ

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
E Y : GZ = YQ :

EQ
: YQ : ZQ = 1 : 2 * EQ : QG = 1 :

2～

～ 4 で 用



HP = YZ であるから

YQ =

1薑人 3√5 - √5 cm

OEFQ = LEFH - OEQH

= 上 × 4 × 35 - □× 4 ×√5
=
0√5 - 2√5

= 4√5 cm
2

.

m～

( 4 )

A c
③ ヘー

\

0
cm ↑⇒
! 意 Rl

ノーE 、① Q G
②

ORAC CORQE において

ACYQE より 錯角 が 等 しので
∠ RAC = LRQE 一 の ①

∠ RCA = LREQ 一②



①
,
. ② より 2 組

の

角 がそれぞれ 等しいので
、

ORACS O REQ

( 3 ) * より EQ : Q G = 1 2 ⇒ EQ : EG = に 3

対応 する 辺 の 比 は 等 しからら

ORAC の 高 さ : □ REQ の 高 さ = 1 : 3

∴ O RE Q の 高 さ 1 O= 4 = 5 cm

よって 三角 す PEF Q の 体積 は

4√5 ×5 × 五=～ OEFQLO REQ の

～OEFQさ 高 ささ

*□ EFGHLPAEGC より O EFQL OREQ
⑤
い ) 点 A は = $ x 上 にあり x = 8 なので

y = よ x (- 8 k

=政

( 2 ) 点 B は Y = ま x 上 にあり y = なので2

= $ x22 ∴ x
=

16 ⇒ x =± 4

点 B の x 座標 は 正 なので x = 4
～



( 3 ) 直線 AB の 式 を Y = axtb とおく
。 1 次関数 では 、

傾 き = 変化 の割合 なの

Y の 増加量 A (- 2 , 8 )

a = ⑦

x の 増加量 6

。

B [ 4 ,

2 )…
…

ッV

“

=±
12

よて , y = - Ixtb で B ( 4 ,

2 ) を 通 るので

2 = - 上 × 4 th ⇒ b = 4

したがって

y =
- 上 x + 4
～

(4 )

OOAC = 0OBAOOBCM

OPAB = O OBAT OOBDL

DOAC = OPAB より

イ L OBC = 00 BP

區 となれば 良 い



点 C を 通 り OB に 平行 な 直線 m を 引 く

直線 OB の 式
を

Y = axとお∠と .
B
( 4. を 通 るので2 )

2 = 4 a ⇒ a = 上

平行 な 直線 は 傾 きが 等 しので 、直線 mの 傾 きもき
ここで 点 C は 直線 AB : Y - 上 x + 4 上 にあり

Y = 0 なので
θ = - Ix t 4 ⇒ x = 8 : C ( 8 , 0 )

よって 直線 m の 式 を Y = Ix tb c お c と
,

C ( 8
,
0 )

を 通 るから
O = 上 × 8 th ⇒ b =

- 4

∴ 直線 m : y = * x 4～ーの

また 。 直線 OA の 式 を Y = Ax c お C ε
A ( - 8 . 正通 る8 )

ので
ノ

= - 8 a ⇒a ー

1

∴ 直線 oA : Y --
xm

ー②

点 P は ①② の 交 点 なので ① を ② に代入 して

Ix = -x. 4

3 x = 4 ⇒ x = 8



x =

8
を

② に 代入 して

y = - 58
よて P ( 8 .

-
55
) ～
～

回
( 1 )

LACD COEFD において

対頂角 は 等 しいので
X

LAD LEDE - ①C =
@

0

AD は CBAC α= 等分線
* なので

∠ CAD = LOAD ー②

LOAE は OA = OE α = 等辺三角形 なので
∠ OAD =- ③FED

②
.

③ より

LCAD =
- ④LFED

① , ④ より2 組 の 角 がそれぞれ 等しいの

OACD ∞ O EFD (証明終わり )



(2 )

の①

しいより 対応 する 角 は
S

寺 しいから

∠ ACD = LEFD 一⑦

. ⑧

⑧

対頂角 は 等 いから

ー ー 55～ ∠ DFE = LBFO ー⑨

ー
、 0
ー

⑦
.
① より ∠ ACD =∠ BFO

.

一回
よて 同位角 が 等 しいので CA 1 FO ー②
O BFO と O BCA において

② より

∠ BOF = LBAC ー ⑤

ウ . ⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しから
O BFO CS OBCA

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

BO - BA = OF : AC

50
～

4

.OF 4 = 1 : 2:

OF = 2cmmum



②
( 2 ) ① より OBOFS 」 BAC

なので 対応 する 辺 の 比 は

等しいから

{:彡-∞ BF : BC = BO :Bπ
～

0
ー ∴ . BF :BC = 1 : 2

ょって
,
点 F は BC の 中点 である 。

OAB C で 三 平方 の 定理 より

BC = 1?=√= √84 =21
= 20I cm

であるから FC =②1 cm

また O E は 半径 で 5 cm
,

( 2 ) ① より OF = 2 cm なので

EF = 3 cm

( ) より OACD S OEFD なので 、 対応 する 辺 の 比は

等 しから
CD : FD = AC : EF

= 4 : 3

よって

DF =

3×☆=mn


